
合成高分子材の熱分解生成ガスについて (第2報)

一ーポリアタりルニトリル繊維および由化ピニル共

lf!合繊綾町民時間加熱による脱，'1暗!;uむについて一一

1 は しがき

当研究明民に』封、て偽縄ulRt!l分チ"の然分解健情。

あるL、は それにより3在住するガスの問唱について取り

あげ抑 艇でボリアタリ Aユトリ ル系鎗総の分解λ1

/):2叩・C近傍にある左 さ句にUドリアタザ 作品 ト

リq級紙LfilU)然食化I あるいは後'，<¥'1'， :'i置搬出れ で

ll!.¥tl:]加熱した場行に発生寸る官殿カスの織に孔、 、

噸Jt~1)にlt:./) 今1"1はホリアタリ"ユトリ A副院緩む

よ"ホ"アタり 11.::'.トy1I . .ij，i化 ピニ..，~ JI<，r({ i紘W~ど

お樋雰llll!.!{a品目配で長時間加納した場rrlこJ貯駐する』ia何度

ガスの地について!I!験を幻ー匁今fー・

2 民斜

本実験に使川Lたがザアタり AニトリA機織 (ri¥ 

N) ，帥 およびボリアタリ A ニトリ Aと'"化ピユ凡

( PV C) の共11合際線 l 舗は。 1' 11-';で経造販~され

てLる綿状のものである.

な必PAN'PVC共KiU総(tt1J.l' A N40%. l' V 

C帥婦の潮合の共蟻合物である.

各繊維は 包実験を行ー匂う首Iにデνケ{ターで乾燥

し 水分による膨警をす〈匂〈してJj:"'J..，f:. 

3 実験方法

蝕分解U<tl同に小した秘債をlIJl・Uiこ伝勺た.

r'.j.わむ然分解説 (1i!A興紋付試験管2∞X15・圃〉 に
1 20mlfmin の!l~~憶し伝がら所定の1111良に加州L

恒溢に伝勺たのむ。納F干したよ実例5冊喝を然分解貨に州

人する.納分解により充生 したjf;l，iJ.通過する2414で

迫l-11¥して，直列じ述鮎L1: 2 ~ドの試験官中のO. 02N

NaOI-l被各2QCCに吸取さぜ 1時間ごとにζれ金別

の鼠験管と取りを雪える.NII0H液はビ カーにあけ

6N. NH.OH・lOCC，2096・削 .=を加えて蘇淘

. .ニ‘画史書

加藤勝文・

内悶 臨・

..で150CCに総釈し，O.IN. A氏No，で謝定する.沃

'U棋の内色枕殿合終点とLだ摘定銚より発生した背殿

ガメJ)l，tをrW:Iる.
然分解はη織W.J1，l50・Cから5冊・Ci年50・U間隔で

白血瓜Jl抗争々 d血統6叫r.;!J>二位 q た.

4 実駿結果および考察

l' A NII..av'，/il1然による脱tUit反応が1国・Cでは進

行 I J~t .:. と は叩11"1湾F，かにしたが!ーの点は迎続 6

U.~印刷州!と1喝行l 二 J弘 、 て " かわり U'.i.l、.

さ(.1行極度にJ;ける桜山僧祉に..¥、てはお2，3， 

1¥'41句，，;r.ーれらのl匂kり切jらf).'J.よ?に.実験を
J; :..伝勺たお3総.ftR以)()・Cでは時r:;の悦過とJ刷、背織
力スIJ徐々に3連銀し誤脱されてもべ.ところが2渇0・c
に伝ると I'AN眼健は1-'時間で脱-.'1'微反応は終了
し.以後はず衡に返する.このーとに闘しては前lul#.

^停でl'AN~陸線の分向得点が'50・C近初である二と.

'"らかにして必りI その剣!J!とも一致する.

さらに尚也の300.350・Cで陪発生盆はより多〈似る

が。 2珂・Cの崎(t同級 1-'時間以内に脱背制反応は

鈴 fし 総緩は完全に鋭化してLまい。それ以上時間1

/)，，*必して1，UM:lI;I，は発生し伝〈似る.

とニろIJq冊・C以上に似ると 副tU'による股宵餓
r.のa化は少伝 〈伝るtえ酬。比般的長時間にわた今て
Etf織p.が発生する.その県，11として考えられるニと

は， (.';ill.l.l佐のところえ織総を知人するため..~.~陸信分

解により夕日 ，q~拘慣が生成し. ß'l t削あるいは通~孔

t付清して!それのごt史的信分解による対餓ガλが徐
々に発生する'.のと思われる，誌Jl短時間で."ω・c
以上然分解説度が尚〈似るSーしたa。て?守備ガAの発

生厳は多くはるが.6時!日1採おした場合の発生盆の11
も多い温度は4田・Cで， 5同・cて:は少伝〈なる.
実験をれニ位。たPAN..2績の聞で脱脅徹底に

善があるのはI 敏雄の必合i症のもがいI あるいは可塑
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第1園 熱分解 Sえ験終値

~・..，

郁ヲ添加物唱鮪飢の提滑による也のと出われる.

l' AN と PVCのJ~1r{合債総についてみると〈抗 4

凶10.01) 官隊ガスの舟生は200・C以上""・Ci孟"加

然極度が品~'11 e j.. <.又その訟も'.)聞の隣過と共に

集舵されふえてい〈が.400.Cを段尚にLて .50・C

S冊・C で 1;t ;~'，MI 減少 し. .w:時間で .，吻jに述する. ふ

れは JMI合級維が型~$.í{ lt中の尚副首包え婦人されると

瞬間Wすに格銑分解してしまうためで。然分解による分

解洩/iιPAN&健織では依化物やタール状物慣が生

成するが 共重合繊鍾はわずかに白い/:tI::..，;!llるr. .u~で
完全に分解LてLまい.rvcの共虚合が比般的然に
wいニとを示している.
又作限ガスの発生盆も企般的にPAN単独の削除維に

Jt鮫して少ないが この点はI'ANが<096であるため
当然の結果と思われる.

'"るおグラフに.f;した背'"ガスの発生/il:iH武将.，貨

に対する卓段ハ 七 :1~ 'C算出Lているので これの

'fi腕について参暗までに犯すると

図 PAN織緩. PAN. PVC)l<lrai 
副院維の熱分解による-1'{般の発生
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例えば11験に111，、た以".唱の試験体から5勿の脊俄

ガスが発生したとすると，

珊時の5仰は25喝 =HCNのllil世

HCNlgr分子 (mol)=27gr 
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"担L~---:-!-:，ー 〈耐 1)
27gr 1，0ω 

H CN27gr t/-気化し ( 22. 4" ~似るから (o. c

l気ぽ〉

22. ，1 eの-l--gn4ec
1.縦訓。

以知略のPAN系繊維が納分解して 22.4a:の

W~食ガスが発生する.

す伝わち PAN'陸線Ik，では*!J4.4lとなる.

5. I省首

PAN'・.2種およびi>AN.PVC共必合繊鍾
を2$誕匁施中で各組温度Iニ加納Lた場合に多混生する'//

肉食ガスの9:.あるu、はその発生状況について結集会ま

とめると

PANfl¥!緩，共混合厳緯，Jt<l切.c-elJ:録時間加納
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して 6背餓 ，，~は発j主 L匂いが. 200・Cに'ぶると発

生する.その舟生状民も長時間徐々じ級統する.

2. PA N・IIIJ_~ω・ じから 350' Cの聞でU魁叫r.m二

観背何度反応は終{L.それ以上時聞が悦過しても!l:

化は伝い.しかし4∞・C以上の，̂aーでは脱背織が不
均になり，温度による変化も少公 〈なる.

3. 2∞.C以上""・C返辺までは然分解組'"が高〈な

るにしたが。て背餓ガスの発生批は多〈似るが. 6 

時間加鈍後の院背般比の肢も多い副院は450・じで

ある.

4. PAN. PYC共震合鎗鍵は2田・c以上4∞・C巡

の副It:では時間の経過と共に践背徹盆H<伐るが
4∞.c ~J皮肉にさ らに高温になると減少する.

5 符何度ガ~の先生量は P AN !1i主主惚織に比鮫して全

般的に少匂い.




